
さらなる物流効率化と地域経済発展のつながる道に

栃
木
県

　
北
関
東
自
動
車
道
は
、
今
回
、
栃
木
と
群
馬
を
結
ぶ
佐
野
田
沼
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ

Ｉ
Ｃ

―
太
田
桐
生
Ｉ
Ｃ
の
約

・
６

が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
東
京

都
か
ら
放
射
線
状
に
延
び
る
常
磐
自
動
車
道
と
、
東
北
自
動
車
道
、
関
越
自
動
車
道

と
を
接
続
す
る
。
栃
木
県
に
と
っ
て
は
東
西
・
南
北
の
高
速
ア
ク
セ
ス
が
可
能
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
保
す
る
。
首
都
圏
や
東
北
圏
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
網
を
大
幅
に
拡
充
す

る
機
会
と
し
て
、
地
元
産
業
界
な
ど
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

企業誘致に拍車

ビ
ジ
ネ
ス
網
大
幅
に
拡
充
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２０１２年分譲開始（予定）
産業競争力の強化に向けて企業立
地を促進（みぶ羽生田産業団地）

　
２
０
０
８
年

月
に
東
北

道
の
栃
木
都
賀
Ｊ
Ｃ
Ｔ
よ
り

東
側
の
ル
ー
ト
が
開
通
し

た
。
栃
木
県
各
エ
リ
ア
か
ら

茨
城
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向

上
し
た
。
例
え
ば
宇
都
宮
市

か
ら
京
浜
港
に
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
す
る
ル
ー
ト
と
比
較
す
る

と
、
約
１
時
間
も
短
縮
で
き

る
。
実
際
、
日
産
自
動
車
は

栃
木
工
場

栃
木
県
上
三
川

町

で
生
産
す
る
北
米
向
け

自
動
車
の
定
期
出
荷
に
茨
城

港

日
立
港
区

を
利
用
し

た
。
京
浜
港
に
出
荷
す
る
の

に
比
べ
１
時
間
以
上
を
短
縮

で
き
る
と
と
も
に
、
輸
送
に

か
か
る
二
酸
化
炭
素
排
出
の

削
減
が
狙
い
だ
。

　
ま
た
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

を
展
開
す
る
カ
ワ
チ
薬
品

は
、
北
関
東
自
動
車
道
の
宇

都
宮
上
三
川
Ｉ
Ｃ
の
近
く
に

「
関
東
物
流
セ
ン
タ
ー
」

栃
木
県
上
三
川
町

を
開

設
し
た
。
関
東
エ
リ
ア
向
け

の
物
流
の
効
率
化
を
図
れ
る

と
し
て
い
る
。

　
全
線
開
通
で
、
北
関
東
エ

リ
ア
で
の
主
要
都
市
間
の
移

動
時
間
を
大
幅
に
短
縮
で

き
、
地
域
連
携
の
強
化
や
経

済
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
。
開
通
後
を
開

通
前
と
比
較
す
る
と
、
水
戸

市
―
宇
都
宮
市
は
約
１
時
間

分
で
結
ば
れ
、
約
１
時
間

分
短
縮
。
宇
都
宮
市
―
前

橋
市
で
は
約
１
時
間

分
と

な
り
、
従
前
よ
り
約
２
時
間

短
縮
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
太
平
洋
の
玄
関
口

と
な
る
茨
城
港
海
運
は
川
崎

近
海
汽
船
が
航
路
を
提
供
し

て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の

影
響
に
よ
り
、
一
部
区
間
で

茨
城
港
の
代
替
港
を
利
用
し

て
い
る
が
、
本
格
復
旧
後
に

は
常
陸
那
珂
―
北
海
道

苫

小
牧

の
ル
ー
ト
の
ほ
か
、

日
立
港
―
釧
路
、
日
立
港
―

北
九
州

小
倉

も
運
航

し
、
北
関
東
エ
リ
ア
を
拠
点

と
し
て
、
北
海
道
や
九
州
の

経
済
圏
を
結
ぶ
「
海
の
ハ
イ

ウ
エ
ー
」
と
な
っ
て
い
る
。

最
新
鋭
の
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船

自

走
ト
レ
ー
ラ
ー
荷
役
方
式

を
導
入
し
て
お
り
、
常
陸
那

珂
―
苫
小
牧
間
、
日
立
―
釧

路
間
を
い
ず
れ
も
約

時
間

で
結
ん
で
い
る
。

　
北
関
東
自
動
車
道
の
全
線

開
通
に
つ
い
て
、
北
関
東
エ

リ
ア
企
業
の
４
割
強
が
プ
ラ

ス
影
響
を
期
待
―
。
こ
ん
な

結
果
が
足
利
銀
行
の
シ
ン
ク

タ
ン
ク
、
あ
し
ぎ
ん
総
合
研

究
所

宇
都
宮
市

が
ま
と

め
た
調
査
結
果
で
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
栃
木
、
群

馬
、
茨
城
、
埼
玉
の
各
県
に

拠
点
を
置
く
企
業
２
０
０
９

社
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト

回
答
率

・
４
％

。

　
全
線
開
通
に
よ
る
影
響
に

つ
い
て
「
大
い
に
プ
ラ
ス
」

９
・
２
％

と
「
や
や
プ

ラ
ス
」

・
４
％

を
合

わ
せ
た
「
プ
ラ
ス
影
響
」
と

い
う
回
答
は
全
体
の

・
６

％
だ
っ
た
。
内
訳
で
は
「
納

品
・
出
張
時
な
ど
の
時
間
短

縮
」
が

・
０
％
で
圧
倒
的

に
多
く
、
「
商
圏
拡
大
に
よ

る
取
引
増
加
」
が

８
％
、

「
物
流
見
直
し
に
よ
る
効
率

化
」
が

・
０
％
な
ど
と
続

く
。
栃
木
市
の
中
小
企
業
経

営
者
は
「
日
野
自
動
車
の
茨

城
県
で
の
新
工
場
建
設
で
、

営
業
ル
ー
ト
開
拓
に
つ
な
げ

た
い
」
と
期
待
し
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
、
「
マ
イ
ナ
ス

影
響
が
あ
る
」
と
い
う
回
答

は
全
体
の
２
・
８
％
と
少
数

派
だ
っ
た
。
具
体
的
な
懸
念

と
し
て
は
、
「
近
隣
県
と
の

競
争
が
激
化
す
る
」
が

・

４
％
と
多
く
、
「
商
圏
拡
大

に
よ
り
取
引
が
減
少
す
る
」

が

・
６
％
と
続
く
。
ア
ク

セ
ス
ル
ー
ト
拡
充
に
よ
る
商

圏
拡
大
に
期
待
が
高
ま
る
半

面
、
競
争
激
化
を
懸
念
す
る

声
も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。

　
北
関
東
自
動
車
道
の
全
線

開
通
を
機
に
、
栃
木
県
は
企

業
立
地
の
促
進
を
目
指
し
て

い
る
。
現
在
、
県
内

カ
所

の
産
業
団
地
で
分
譲
中
で
あ

り
、
北
関
東
自
動
車
道
の
真

岡
Ｉ
Ｃ
に
近
い
「
真
岡
第
５

工
業
団
地
」

分
譲
面
積

・
２

、
分
譲
中

・
３

や
、
東
北
自
動
車
道
の

鹿
沼
Ｉ
Ｃ
に
近
い
「
宇
都
宮

西
中
核
工
業
団
地
」

分
譲

面
積

・
８

、
分
譲
中

・
７

な
ど
へ
の
誘
致
活

動
を
強
化
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に

年
度
に
は
壬
生

Ｉ
Ｃ

栃
木
県
壬
生
町

近

く
に
「
み
ぶ
羽
生
田
産
業
団

地
」

・
５

を
分
譲

す
る
計
画
だ
。
そ
れ
だ
け
に

企
業
誘
致
に
拍
車
を
か
け
る

絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
。

　
経
済
産
業
省
が
ま
と
め
た

年
の
工
場
立
地
動
向
調
査

に
よ
れ
ば
、
栃
木
県
の
立
地

件
数
は

件
で
全
国
７
位
、

立
地
面
積
は

で
同

位

と
な
っ
た
。
件
数
は
前
年
比

で
７
・
１
％
増
だ
っ
た
が
、

面
積
で
は
同

・
４
％
減
だ

っ
た
。

件
の
内
訳
で
は
８

件
を
食
料
品
製
造
業
が
占

め
、
次
い
で
４
件
の
輸
送
用

機
械
器
具
製
造
業
だ
っ
た
。

厳
し
い
経
済
環
境
の
中
で
も

食
品
産
業
が
比
較
的
堅
調
な

こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

い
る
。

　
た
だ
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
以
降
の
景
気
回
復
の
足

取
り
は
ま
だ
重
く
、
既
存
立

地
企
業
の
流
出
や
新
規
立
地

の
低
迷
と
い
っ
た
影
を
落
と

し
て
い
る
の
も
事
実
だ
。

　
「
人
の
元
気
、
産
業
の
元

気
な
ど
、
元
気
度
の
日
本
一

と
ち
ぎ
を
目
指
す
」
―
。
栃

木
県
は

年
度
か
ら
５
カ
年

の
総
合
計
画
「
新
と
ち
ぎ
元

気
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
。

こ
の
柱
の
一
つ
「
明
日
を
拓

く
成
長
戦
略
」
と
し
て
、
産

業
競
争
力
の
強
化
と
地
域
経

済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い

る
。
こ
れ
を
実
現
す
る
重
点

戦
略
で
は
積
極
的
な
企
業
誘

致
の
展
開
が
不
可
欠
と
な

る
。

　
自
動
車
、
航
空
宇
宙
、
医

療
機
器
な
ど
の
重
点
産
業
５

分
野
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

産
業
集
積
を
活
用
し
て
一
層

の
競
争
力
強
化
を
支
援
す
る

一
方
、
有
力
企
業
の
県
内
立

地
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

本
社
・
研
究
開
発
機
能
の
集

積
・
拡
大
を
図
る
。

　
こ
の
一
環
で
県
は
、

年

に
「
と
ち
ぎ
企
業
立
地
推
進

戦
略
会
議
」
を
設
置
し
た
。

足
利
銀
行
、
栃
木
銀
行
、
東

京
ガ
ス
宇
都
宮
支
社
、
東
京

電
力
栃
木
支
店
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
栃
木
支
店
を
メ
ン
バ
ー

に
全
国
の
有
力
企
業
に
関
す

る
情
報
収
集
を
強
化
し
て
お

り
、
東
京
で
の
企
業
誘
致
セ

ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
に
よ
り
活

動
を
積
極
化
し
て
い
る
。

　
「
元
気
プ
ラ
ン
」
の
中
で

県
が
重
点
戦
略
の
目
玉
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
る
の
が
、

「
食
」
を
テ
ー
マ
に
地
域
経

済
活
性
化
を
目
指
す
「
フ
ー

ド
バ
レ
ー
と
ち
ぎ
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
だ
。

　
栃
木
県
は
、
良
質
な
水
源

や
、
イ
チ
ゴ
に
代
表
さ
れ
る

豊
か
な
農
作
物
、
都
心
に
近

い
産
業
集
積
と
い
う
地
域
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
れ
を
活

用
し
て
新
商
品
開
発
や
ブ
ラ

ン
ド
化
の
強
化
な
ど
を
促
進

し
、
企
業
誘
致
の
推
進
や
関

連
企
業
の
高
付
加
価
値
化
を

進
め
る
狙
い
。

　
こ
の
一
環
で
、
県
や
金
融

機
関
な
ど
が
中
心
に
基
金

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
ち
ぎ
農

商
工
フ
ァ
ン
ド
」
を
組
成
。

食
品
関
連
企
業
な
ど
の
新
商

品
開
発
や
販
路
開
拓
を
支
援

す
る
。
さ
ら
に
、
食
品
関
連

企
業
の
誘
致
促
進
の
た
め
、

現
在
は
一
定
規
模

億

円

以
上
の
設
備
投
資
な
ど

に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て
、

食
品
関
連
産
業
に
つ
い
て
は

現
行
の
規
模
要
件
を
廃
止
す

る
。

　
ま
た
、
企
業
誘
致
や
県
産

品
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
拠

点
と
し
て
、
「
と
ち
ぎ
い
い

も
の
売
り
込
み
隊
」

と
ち

ぎ
い
い
も
の
販
売
推
進
本

部

を
県
の
東
京
事
務
所
に

設
け
る
。
さ
ら
に

年
開
業

予
定
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

４
階
に
「
東
京
空
街
」
と
い

う
コ
ー
ナ
ー
に
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
を
設
け
る
計
画
で
、

市
町
村
と
連
携
し
て
準
備
を

進
め
て
い
る
。
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